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令和６年７月１日発行    

― 大仙市役所西仙北支所 〒019-2192 大仙市刈和野字本町 5番地 ☎ 0187-75-1111(代表) ― 

大沢郷地域おこし組合と秋田市の地ビールメーカー「秋田あくらビール」の協同開
発により令和２年に誕生したクラフトビール「大綱麦酒」が今年も発売されます。 
雄清水・雌清水の湧水や大沢郷産の小麦、刈和野産のお米、地域内で生まれた酵母、

県内産のホップ「IBUKI」等を原材料とした地場産にこだわったビールです。 
味はフルーティーなアロマの仕上がりになっています。また、米を使用することで

スッキリとし、小麦で口当たりがやわらかくなり「ペールエール」という飲みやすいス
タイルがベースです。ぜひ、ご賞味ください！  

●西仙北地域のクラフトビール『大綱
おおつな

麦酒
ビ ー ル

』はいかがですか？ 

 

●建設重機体験学習会が開催されました！ 

 

【問い合わせ】西仙北支所地域活性化推進室 ☎0187-75-2965 

６月１１日(火)、西仙北支所駐車場を会場に建設重機体験学習会が開催されました。 

主催は一般社団法人秋田県仙北建設業協会、秋田県仙北地域振興局建設部で、建設産業への興味関心を持っ

てもらい、担い手・人材育成を目的に令和３年から仙北地域振興局管内、各地域で開催されています。 

 当日は、西仙あおぞらこども園とみつば保育園の園児が参加し、ショベルローダー・バックホウの操作、

高所作業車への乗車体験、ユニック車の見学等を行いました。間近で見る重機に園児たちは興味津々の様子

でした。 

 学習会の最後はダンプと園児による綱引き対決が行われ、西仙北出身の俳優「柳葉敏郎さん」も参加し、

会場を大いに盛り上げてくださいました。会場は終始、園児たちの笑顔や歓声にあふれかえりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●認知症サポーター養成講座 参加者募集 
〇日時：令和６年７月２７日(土) 午前９：３０～１１：００ 

〇場所：大曲交流センター（大曲日の出町２－７－５３） 

〇定員：２５名 

〇対象：市内在住、または市内に通勤・通学している方で認知症に興味のある方 

 
【問い合わせ・申し込み先】高齢者包括支援センター西部 ☎0187-87-3970 

   

【発 売 日】７月１日（月） 
【販売価格】税込５９０円 【内 容 量】３３０mL  

【販 売 店】西仙北地域内の酒販店、西仙北ぬく森温泉ユメリア、 

大仙市観光物産協会、道の駅（かみおか・なかせん・協和）、県内のスーパーなど。 

 

 

 

 

大沢郷 PR キャラクター
の雄清水ちゃんです！ 
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●西部新規就農者研修施設 オープンキャンパスを開催します！ 
 大仙市西部新規就農者研修施設では、今年度４名が就農を目指して研修しています。 
 当施設の活動内容について地域の皆様にも知っていただくため、オープンキャンパスを開催いたし
ます。ぜひお気軽にお越しください！ 

〇日時：令和６年８月３日(土) ９：００～１２：００ ※申し込みは不要です。 

〇場所：西部新規就農者研修施設（大仙市強首字上野台９８－１） 

〇内容：研修生によるほ場紹介、生産物販売会（スイカ、オクラ、花きなど）、 

ネギの皮むき調整体験、トマト収穫体験 （協力金２００円・中学生以下無料） 

就農相談会、秋田クボタ展示ブース（子ども用ドローン操作体験など）ほか 

※当日の生育状況等により、体験内容が変更となる場合があります。 

〇その他：大仙ふるさと博士育成事業の対象です。「ハローパスポート」をお持ちください。 

【問い合わせ】大仙市農業振興情報センター ☎0187-86-9111 

 

【小・中・高・地域連携 児童生徒の健康課題への取り組み Vol.２】 
“ICT 利用によって予想される健康課題（目、心、睡眠等）を予防する” 

現在、GIGAスクール構想による学校での ICT（情報通信技術）利用が本格的に始まっており、児童生徒たちへの
健康問題（目、心、睡眠等）が懸念されています。そこで、小・中・高と地域が連携し、未来の地域を担う子ども
たちの健康課題に向き合い、見守り、声かけをしていただきたいという思いからこの取り組みが始まりました。 
取り組みの一環で実施した「小中高共通の生活習慣調査の結果」を、西仙北支所だよりにも掲載します。 
ぜひご覧いただき、子どもたちの健康課題に目を向けていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

今回は、「デジタル機器について」の調査結果を掲載します。 

 

 

 

結 果 
・自分専用のスマートフォン等、通信機能付き端末を持っている子どもたちは、小中学生は約９割、高校生は 
１００％でした。 

 
・インターネット利用における家庭でのルールを「決めている」と答えた生徒は、全校種において全国よりも 
低い割合でした。地区全体でルール作りについて今一度提案していく必要があると思いました。 

 
・西高生の回答を見ると、無部や部の活動が少ない人たちが長時間利用しています。また、少数ですが、小中学生
にも長時間利用している児童・生徒がいる現状がわかりました。 

 これから夏休みに入りますが、長時間のインターネット利用が、就寝時間の遅れ、朝食欠食へと繋が
ります。インターネット以外の時間の使い方を地域の方々からも提案いただければありがたいです。 

調査結果の提供：西仙北高等学校 
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